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Webサービスチュート リアル

このチュート リアルは、 Unify NXJの NXJ開発ツールと ActiveSOAの機能を使って
Webサービスを作成する方法を紹介します。 Webサービスの概要を説明した後、 既存
の NXJ アプリケーシ ョ ン 「Order Management （注文管理）」 を変更して、 Shipping
（出荷） という Webサービスを追加します。 この Shippingは、 Order Management ア
プリケーシ ョ ンの注文データにユニークな ト ラ ッキング番号、 出荷日、 出荷費用を追加

します。

このチュート リアルで次のタスクを習得します。

• Order Management プロジェク ト を開いて準備

• Shipping ビジネスサービスの作成

• 既存コンポーネン トの準備

• ビジネスサービスの呼び出し

• ビジネスサービスのテスト

このチュート リアルは、 Unify NXJ と NXJ開発ツールには、 既に慣れていることを前提
と しています。 もし、 まだこれらに慣れていない場合には、 このチュート リアルを行う

前に NXJ チュート リアルを習得することをお勧めします。

注 : このチュート リアルには、 Order Management アプリケーシ ョ ンに
追加すべきソースコードが記載されています。 このドキュ メン トか
らコピーをして、 Unify NXJ開発ツールに貼り付けることができま
す。
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Webサービスとは ?
Webサービスは、 他のアプリケーシ ョ ンが HTTP によりインターネッ ト経由で呼び出
すことができる独立したモジュールです。 互いに連携して動く複数のWebサービスが
サービス指向アーキテクチャ （SOA） を構成します。 SOAは、 プラ ッ ト フォーム、 言
語、 場所に関係な く検索をして呼び出すことができる分散コンピューテ ィ ングアーキテ

クチャです。

プロバイダと呼ばれる企業なりビジネスが、 Webサービスを作成し、 WSDL （Web
サービス定義言語） を使ってサービスの配置された場所とサービスが持っているメ ソ ッ

ドを記述します。 プロバイダは、 サービスをサーバにアップロード して、 このWSDL
をディ レク ト リに公開します。 一つのディ レク ト リには、 様々なプロバイダが公開した

数多くの他のサービスも登録されています。

利用者と呼ばれるアプリケーシ ョ ンや他のWebサービスは、 このディ レク ト リを使っ
て Webサービスを検索します。 ディ レク ト リは、 利用者がプロバイダとコンタク ト を
してサービスを呼び出すために、 該当するサービスのWSDL を返します。 プロバイダ、
ディ レク ト リ、 利用者は、 この通信に SOAP （Simple Object Access Protocol） メ ッ
セージを使います。

Unify NXJのWebサービス
Webサービスと使用すると、 既存のプログラムロジッ クを再利用することで NXJ アプ
リケーシ ョ ンの開発を簡単に行う ことができます。 また、 Webサービスから NXJ アプ
リケーシ ョ ンフォームを作成することもできます。 Unify NXJは、 non-NXJ Webサービ
ス、 ビジネスサービス、 データサービスの 3 タイプのWebサービスをサポート します。

注 : Unify NXJ における Webサービスの詳細は、 『開発者ガイ ド』 の
「Webサービス」 の章を参照して ください。

Non-NXJ Webサービス
Non-NXJ Webサービスは、 NXJ プログラ ミ ング言語以外で記述されたもので、 Spam
フ ィルタやスペルチェ ッカーなどのように Webサービスディ レク ト リからダウンロー
ド して NXJ アプリケーシ ョ ンにインポートすることができます。

ビジネスサービス

ビジネスサービスは、 NXJ プログラ ミ ング言語で記述された Webサービスです。 Unify 
NXJは、 ビジネスサービスを .fj ソースファイルと .fx プロパテ ィ ファイルと して 2 つの
ファイルに保存し、 Classesの下のノードに表示します。 ビジネスサービスは、 Web
サービスなので、 NXJ と NXJ以外のアプリケーシ ョ ンの両方で使用することができま
す。
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このチュート リアルでは、 ビジネスサービスを作成します。 従って、 このチュート リア

ルでは、 ビジネスサービスといった場合は Shipping を示すことになります。

データサービス

データサービスは、 データベーステーブルの階層をモデル化し、 開発者ガイ ドに記載さ

れているデータサービスデザインパターンに準拠し、 FIND、 INSERT、 UPDATE、
DELETE などのメ ソ ッ ドを提供する Webサービスです。 ウィザードを使用して、 デー
タサービスを作成したり、 NXJ プログラ ミ ング言語で直接記述することもできます。

タスク  1: Order Management プロジェク ト を開いて準備
NXJ アプリケーシ ョ ン内で Webサービスを実行するには、 Classパスに ActiveSOA.jar
を含めなければなりません。 この作業は、 通常、 Webサービスを使う新規プロジェク
ト を作成するときに行います。 しかしながら、 Order Management アプリケーシ ョ ン
は、 初めはWebサービスの使用を設定されていないため、 今、 改めて行わなければな
りません。 このタスクを行わないと、 Order Managementは Shipping Webサービスを
使用することができません。

注 : Order Management プロジェク ト をコピーして、 そのコピーに対し
て作業を行う ことで、 元のプロジェク ト を変更なしに保存してお く
ことができるので、 他の人が再びチュート リアルを実行することが
できるようになります。 Order Management プロジェク トは、 次の
場所に保存されています。

<UNIFY_HOME>\NXJWork\projects\examples\ordmgmt\

1. Windowsのスタート メニューから、 すべてのプログラム > Unify NXJ > NXJ開発
ツール を選択します。

NXJ開発ツールが起動して、 直近に使用したプロジェク トが開きます。

2. NXJ開発ツールのメニューで　 ファイル > プロジェ ク ト を開 く  を選択します。

3. ordmgmt.prj プロジェク ト フ ァイルをブラウズして選択します。

Order Management プロジェク トのコピーを作成している場合は、 そのプロジェク
トの ordmgmt.prj フ ァイルをブラウズします。 そうでない場合は、 以下のプロ
ジェ ク ト フ ァイルを表示します。

<UNIFY_HOME>\NXJWork\projects\examples\ordmgmt\ordmgmt.prj

4. ブラウザパネルのプロジェク ト タブで、 プロジェク ト プロパテ ィ  をク リ ッ クしま
す。

プロジェク ト プロパテ ィダイアログが表示されます。
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5. 全般タブ上の ActiveSOA Jar ファイルをクラスパスに追加のチェ ッ クボッ クスを
セッ ト します。

6. 適用をクリ ッ クしてから、 OK をク リ ッ クします。

実行時データソースの作成 ダイアログが表示された場合、 はい をク リ ッ クします。
これにより、 NXJは、 アプリケーシ ョ ンサーバにデータソースを作成します。

タスク 2: Shipping ビジネスサービスの作成
プロジェク トが開 く と、 次に、 Shipping ビジネスサービスの作成に移ります。 NXJ開
発ツール上で NXJ プログラ ミ ング言語を使ってこれを行います。 最初にビジネスサー
ビス用のフォルダを作成してから、 ビジネスサービスを作成します。

1. NXJ開発ツールのブラウザパネルのプロジェク ト タブで、 Classes を右クリ ッ クし
て、 新規作成 > フォルダ を選択します。

2. フォルダの名前を  Services に変更します。

3. Services を右クリ ッ クして、 新規作成 > ビジネスサービス を選択します。

NXJ開発ツールは、 ビジネスサービスを作成して、 それをコンテン トパネルに開き
ます。

4. ビジネスサービスの名前を Shipping に変更します。

5. コンテン トパネル の ソースタブで、 以下のコードが表示されます。
SERVICE Shipping
{

}
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6. 左右の括弧の間に以下のコードを追加します。

public java.math.BigDecimal getShipPrice(java.math.BigDecimal 
input)
{

return input.multiply(new java.math.BigDecimal(0.0175));
}

7. （オプシ ョ ン） コンテン トパネル のプロパテ ィ タブで、 Service > Publish as Web 
Service チェ ッ クボッ クスをセッ ト します。

このチェ ッ クボッ クスをセッ トすると、 他のプロジェク トからこのビジネスサービ
スが利用可能になります。 このチュート リアルではオプシ ョ ンの作業ですが、 複数
のプロジェク トから利用させたい Webサービスを作成する場合には、 これは必須
の作業になります。

8. NXJ開発ツールのツールバーで、 保存をクリ ッ クします。

9. NXJ開発ツールメニューで、 プロジェク ト  > Make Shipping を選択します。

Unify NXJは、 Order Management アプリケーシ ョ ンに、 このビジネスサービスを
統合するために必要となるクラスファイルを作成します。 これらのファイルは、 プ
ロジェク トの output\webnxj\compilation\Services フォルダに置かれます。 ここに
は、 ビジネスサービスのWSDL も置かれています。

タスク 3: 既存コンポーネン トの準備
OrderDetailView コンポーネン トは、 各注文のトータルコス ト を保存する変数を使用し
ます。 Order Management アプリケーシ ョ ンの元のデザインでは、 この変数は使用しま
せんでしたが、 ビジネスサービスは利用します。 この変数をビジネスサービスに見える

ようにするために、 Public にしな く てはなりません。 また、 productChooserは、 適切
に注文の Shipping コス トの合計を追加する変更が必要になります。

Unify NXJ における通常のWebサービス開発では、 最初から Webサービスサポート を
NXJ アプリケーシ ョ ンに組み込むことが可能で、 Order Management アプリケーシ ョ ン
に対して組み込むためのコンポーネン トの再構築は必要ありません。

1. NXJ開発ツールのブラウザパネル ＞ プロジェク ト タブで、 Classes > 
Components を開いて、 OrderDetailView を選択します。

コンテン トパネルにコンポーネン トが表示されます。

2. コンテン トパネル ＞ ソースタブで、 次のコードの場所を探します。
DATA VIEW orderDetailView
{

NullableAmountVariable orderTotal = 0.0;

3. NullableAmountVariable の左側に、 次のように public と タイプします。

DATA VIEW orderDetailView
{

public NullableAmountVariable orderTotal = 0.0;
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4. NXJ開発ツールメニューで、 フ ァイル > 保存 を選択します。

5. NXJ開発ツールのブラウザパネル ＞ プロジェク ト タブで、 Classes > 
Components を表示し、 productChooser を選択します。

コンテン トパネルにコンポーネン トが表示されます。

6. コンテン トパネル ＞ デザインタブで、 コンポーネン ト を選択します。

7. ブラウザパネル ＞ プロパテ ィ タブで、 List > Query プロパテ ィ を以下のように変
更します。

SELECT PRODUCT_DESC, PRODUCT_ID
FROM ORDINV.PRODUCT

既存のクエリを変更する場合、 Query ダイアログを使用する点に注意して く ださ
い。 終了したら、 OK をク リ ッ クして下さい。

8. Ctrl+S を押下して、 コンポーネン ト を保存します。

タスク  4: ビジネスサービスの呼び出し
Order Management は、 利用者が注文の shipping コス ト を計算したいときに、 Shipping
ビジネスサービスにアクセスします。 この機能を追加するには、 getShippingCost コマ
ンドを呼び出す Shipping計算 ボタンを Fill_Order activity フォームに追加しなければな
りません。 このコマンドは、 ビジネスサービスを呼び出し、 OrderDetailView コンポー
ネン ト を動かし、 そしてデータベースを更新します。

1. NXJ開発ツールのブラウザパネル ＞ プロジェク ト タブで、 Classesの下にある
Fill_Order をク リ ッ クします。

Unify NXJは、 ActiveWorkflow を初期化します。

2. コンテン トパネル ＞ ソースタブで、 ページの先頭にある以下の部分を探します。

ACTIVITY FORM Fill_Order
{

3. この行のすぐ上に次のコードを追加します。

import java.math.BigDecimal;

4. コンテン トパネル ＞ ソースタブで、 以下のコードを探します。

BOX box1
{

FIELD Order_Number
{
}
FIELD Process_Title
{
}
FIELD CUST_CD
{
}
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FIELD Process_Invoker
{
}

}

5. 最後の右括弧のすぐ下に、 以下のコードを追加します。

COMMAND getShippingCost()
{

try {
Services.Shipping shipObject;
shipObject = new Services.Shipping();

BigDecimal subTotal;
BigDecimal shippingCost;
BigDecimal orderTotal;

subTotal = view1.tabset1.view6.orderTotal.getBigDecimal();
shippingCost = shipObject.getShipPrice(subTotal);
orderTotal = subTotal.add(shippingCost);
view1.tabset1.view5.TRACKING_NUMBER =  
view1.tabset1.view5.getNextNum("TRACKING_NO");
view1.tabset1.view5.SHIPPING_COST.setBigDecimal(shippingCost);
view1.tabset1.view5.SHIP_DATE = session.currentDate;
view1.tabset1.view6.orderTotal.setBigDecimal(orderTotal);

//Hides the Calc Shipping button and displays the Filled button
calcShippingButton.visible = false;
orderFilledButton.visible = true;

//Store the shipping cost
EXEC SQL USING CONNECTION OrdMgmtDB
UPDATE ORDINV.ORDERS SET

TRACKING_NUMBER = :view1.tabset1.view5.TRACKING_NUMBER,
SHIP_DATE = :view1.tabset1.view5.SHIP_DATE,
SHIPPING_COST = :view1.tabset1.view5.SHIPPING_COST

WHERE ORDER_NUMBER = :box1.Order_Number;

//Update the Total Cost
EXEC SQL USING CONNECTION OrdMgmtDB
INSERT INTO ORDINV.ORDER_DETAIL (

ORDER_NUMBER,
PRODUCT_NUMBER,
PRODUCT_PRICE) 
values ( :box1.Order_Number, '40300', 

:view1.tabset1.view5.SHIPPING_COST);

session.queueCommand("ADD_UPDATE");
}
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catch (Exception e) {
view1.tabset1.view5.TRACKING_NUMBER = 
view1.tabset1.view5.getNextNum("TRACKING_NO");
view1.tabset1.view5.SHIPPING_COST = 5.54;
view1.tabset1.view5.SHIP_DATE = session.currentDate;
orderFilledButton.visible = true;

}
}

6. コンテン トパネル ＞ デザインタブで、 Cancel と  Filled ボタンの間にスペースを
作り、 下図のように新しいボタンを配置できる場所を確保します。

7. コンテン トパネル ＞ デザインタブで、 Filled ボタンを選択します。

8. ブラウザパネル > プロパテ ィ タブで、 Visual > Visible チェ ッ クボッ クスをク リア
します。

9. NXJ開発ツールのコン ト ロールパレッ トで、 ボタン ( ) をク リ ッ クします。

10. コンテン トパネル > デザインタブで、 下図のように Cancel ボタンと と Filled ボタ
ンの間にボタンを配置します。

11. コンテン トパネル > デザインタブで、 追加したボタンを選択します。

12. ブラウザパネル > プロパテ ィ タブで、 以下の設定を行います。

Button > Title: Calc Shipping
General > Name: calcShippingButton
Interactive > Command: getShippingCost
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13. NXJ開発ツールメニューで、 フ ァイル > すべて保存 を選択します。

タスク  5: ビジネスサービスのテスト
Order Management にビジネスサービスを統合したので、 次は、 実行環境でこのサービ
スをテス ト します。 注文管理プロセスにおいて、 異なった権限をアサインされている異

なったユーザで Order Management アプリケーシ ョ ンにログインします。

1. NXJ開発ツールメニューで、 プロジェク ト  > すべて Make を選択します。

2. NXJ開発ツールメニューで、 プロジェク ト  > 配備 を選択します。

アプリケーシ ョ ンサーバが起動されていない場合、 デフォルトのアプリケーシ ョ ン
サーバを起動するかどうかを聞いてきますので、 はい をク リ ッ クして く ださい。

実行時データソースの作成を尋ねられた場合、 はい をク リ ッ クして く ださい。

しばら くすると、 Unify NXJはアプリケーシ ョ ンを構築して、 配備を行います。

3. Web ブラウザで以下のサイ ト と通信します。

http://localhost:8080/BPMAdmin/Login

BPMのログインページが表示されます。

4. 以下の内容を入力して、 ログインをク リ ッ クします。

ユーザ名 : dave
パスワード : dave

Daveのアクテ ィ ビテ ィ リス トが表示されますが、 今は何もありません。

5. 個人ワークフローリス ト  タブ上で、 個人ワークフローリス トの編集をク リ ッ クしま
す。

これは、 Daveがアクセスできるすべてのワークフローを表示します。

6. 未選択プロセス の下にある  ordmgmt/OrdMgmt をク リ ッ クします。

7. 追加をクリ ッ クします。

8. 保存 をク リ ッ クして 完了 をク リ ッ クします。

Daveは、 これで Order Management アプリケーシ ョ ンにアクセスできます。

9. 個人ワークフローリス ト  上で、 プロセス の下の ordmgmt/OrdMgmt をク リ ッ クし
ます。

Start_Order フォームが表示されます。

10. Orders タブ上の　New Order をク リ ッ クします。

Order Management アプリケーシ ョ ンは、 新規の注文を作成します。 Shipping コス
トの欄は￥0.00 である点に注意して く ださい。
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11. Product Description ドロップダウンリス トから少な く と も 1 つの項目は選択しま
す。

12. フォームの頭にある Order Complete ボタンをク リ ッ クします。 

Start_Order フォームが閉じます。 Daveが登録した注文は、 次のアクテ ィ ビテ ィで
ある Receive Order に受け渡されます。

13. ログアウト をして、 次に以下の内容で再度ログインします。

ユーザ名 : alice
パスワード : alice

14. アクテ ィ ビテ ィ リス ト  タブをク リ ッ クして、 名前 列の ordmgmt/Receive Order
をク リ ッ クします。

Receive_Order フォームが表示されます。 注文情報は Orders タブにあります。

15. 送信をクリ ッ クします。

Receive_Order フォームは閉じます。 Aliceが承認した注文は、 次のアクテ ィ ビ
テ ィである Fill Order に受け渡されます。

16. ログアウト して、 再度次の内容でログインします。

ユーザ名 : bob
パスワード : bob

17. アクテ ィ ビテ ィ リス ト  タブ上の 名前 列にある、 ordmgmt/Fill Order をク リ ッ クし
ます。

Fill_Order フォームが表示されます。
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18. Calc Shipping をク リ ッ クします。

ビジネスサービスが起動されて、 注文の Shipping コス トが計算されます。 Calc 
Shipping ボタンが消えて、 Filled ボタンが表示されます。
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19. Filled をク リ ッ クします。

Fill_Order フォームは閉じられて、 プロセスは Receive Payment アクテ ィ ビテ ィに
移ります。

20. ログアウト をして次の内容で改めてログインします。

ユーザ名 : charlie
パスワード : charlie

21. アクテ ィ ビテ ィ リス ト  タブの 名前 列にある、 ordmgmt/Receive Payment をク
リ ッ クします。

Receive_Payment フォームが表示されます。 注文情報は、 Orders タブにあります。
輸送コス トは、 Fill_Order フォームから持ち越された点に注意して く ださい。
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22. 完了をクリ ッ クします。

Receive_Payment フォームを閉じられて、 注文は完了します。

これで、 Webサービスチュート リアルを終了します。
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